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子会社の解散および債権放棄、ならびに特別利益（債務免除益）の計上について 
 
 
石油資源開発株式会社（JAPEX、以下「当社」）は、本日の取締役会において、当社連結子会社のカナダオイ

ルサンド株式会社（以下「CANOS」）の解散および同社に対する債権放棄について、以下のとおり決議しました

のでお知らせします。 
 
 
1. 解散ならびに債権放棄の理由 

2021 年 7 月 29 日付開示資料「当社におけるカナダ・オイルサンドプロジェクトの事業終結と、これにとも

なう特定子会社の異動および特別損失の計上、ならびに役員報酬の自主返上について」で公表したとおり、当社

は、CANOSを通じて100％保有するJapan Canada Oil Sands Limited（以下「JACOS」）の全株式の譲渡を

決議しました。 
その後、CANOS は、JACOS の金融機関からの借入金を保証人が代位弁済したことにより生じた求償債務を

JACOSから承継したうえで、同9月17日に株式譲渡手続きを完了しました。このたび、株式譲渡代金を当該承

継債務の一部弁済に充当し、残債務を免除することにつき関係者間の調整が完了したことから、当社は、CANOS
に対する回収不能債権を放棄したうえで、2022 年 3 月末（予定）を以て同社を解散することを決定したもので

す。 
 
2. 解散する子会社の概要 

(1) 名称 カナダオイルサンド株式会社 
(2) 所在地 東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー 
(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  阿部 理 
(4) 事業内容 Japan Canada Oil Sands Limitedを通じたオイルサンドの探鉱開発投資 
(5) 資本金 348億 6,350万円 
(6) 設立年月日 1978年 12月21日 
(7) 大株主及び持株比率 石油資源開発株式会社（JAPEX）                          100% 
(8) 上場会社と当該会社と

の関係 
資本関係 当社が議決権の100%を保有する連結子会社です。 
人的関係 当社は当該会社に取締役5名を派遣しています。 
取引関係 当社から当該会社への役員および従業員の派遣に係る取

引があります。また、当社は当該会社に対し、貸付金等の

債権を有しています。 
関連当事者への 
該当状況 

当社の連結子会社であり、関連当事者に該当します。 



 2 / 2 

(9) 当該会社の最近3年間の経営成績および財政状態 
決算期 2019年 3月期 2020年 3月期 2021年 3月期 
純資産 66,797百万円 66,732百万円 66,571百万円 
総資産 67,087百万円 66,752百万円 66,610百万円 
1株当たり純資産 649円 49銭 648円 86銭 647円 30銭 
売上高 - - - 
営業利益 （△は損失） △81百万円 △64百万円 △156百万円 
経常利益 （△は損失） △32百万円 △63百万円 △159百万円 
当期純利益（△は損失） △33百万円 △65百万円 △160百万円 
1 株当たり当期純利益

（△は損失） △0円33銭 △0円63銭 △1円56銭 

1株当たり配当金 - - - 
 
3. 解散の日程 

2022年 3月 22日 当社取締役会による当該子会社（CANOS）の解散方針決議 
2022年 3月末（予定） 当該子会社（CANOS）の株主総会による解散決議 
2022年 6月（予定） 清算結了 

 
4. 当社グループによる債権放棄の内容 

債権の種類 貸付金および保証債務の履行による求償権等 
債権の金額 103,297千米ドル（約118億円） 
実施日 2022年 3月23日（予定） 

 
5. 特別利益の計上について 

当社グループの債権放棄にともない、CANOSは同額の債務免除益を計上しますが、同免除益は内部取引とし

て相殺消去されることから、連結業績への影響はありません。また、2022 年 3 月期第 4 四半期の個別決算にお

いて、当社のCANOSに対する貸付金等の債権放棄に係る貸倒損失約111億円を計上する見込みですが、当該損

失については同第3四半期までに関係会社貸倒引当金繰入額として特別損失に計上済みです。 
一方、上記4.の実施日と同日付で、当社グループ以外のCANOSの債権者による求償権の放棄が予定されてお

り、これにともない生じる債務免除益約 124億円を、2022 年 3月期第 4四半期の連結決算において特別利益に

計上する見込みです。 
なお、本件を含む2022年 3月期の連結業績予想は、今後精査のうえ、判明次第適切に開示します。 

 
以上 

  
＜関連開示資料リンク＞ 
・2021 年 7 月 29 日付当社開示資料「当社におけるカナダ・オイルサンドプロジェクトの事業終結と、これ

にともなう特定子会社の異動および特別損失の計上、ならびに役員報酬の自主返上について」 
https://www.japex.co.jp/news/detail/20210729_01/ 

https://www.japex.co.jp/news/detail/20210729_01/

